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２
０
２
２
年
度
の
長
野
県
小
児
保
健
研
究
会
が
９
月
１０
Ｈ

（土
）、
本
学
図
書

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。　
一
般
発
表
と
総
会
後
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
の
支
援
を

考
え
る
′
」
の
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
小
児
保
健
の
場

で
重
要
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
現
状
と
課
題
、
支
援
の
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

本年度の長野県小児保健研究会

ヤングケアラーヘの支援を考える
ン
ク
ケ
ア
ラ
ー
～
長
野
県
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か
ら
の
報
告
～
』

近
年
の
回
腔
顎
顔
面
領
域
に
お
け

る
画
像
診
断
装
置
の
進
化
は
目
覚
ま

し
ハ
。

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
等
の
画
像
検
査
も
口
腔

顎
顔
面
領
域
の
画
像
診
断
で
普
及
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歯
科
放
射
線

科
医
が
扱
う
画
像
診
断
機
器
は
、
急

速
に
進
化
し
て
い
る
。

一
方
で
Ｃ
Ｔ
が
高
速
・
多
列
化
す

る
に
従
っ
て
、
被
ば
く
線
量
が
問
題

と
な
っ
て
き
た
。　
一
般
の
歯
科
医
師

が
用
い
る
歯
科
用
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ

Ｔ
も
同
様
で
あ
る
。

医
師
・
歯
科
医
師
は
被
ば
く
の
知

識
に
乏
し
い
た
め
、
厚
生
労
働
省

は

「診
療
用
放

射
線
に
係
る
安

全
管
理
の
た
め

評
価
可
能
で
あ
り
、
ま
た
骨
欠
損
が

わ
ず
か
に
あ
れ
ば
骨
内
の
観
察
も
で

き
る
。
ｌ
ｃｍ
以
上
の
頸
部
転
移
リ
ン
パ
節

し
か
評
価
で
き
な
い
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ

に
対
し
て
、
超
音
波
検
査
で
は
３
皿

前
後
か
ら
評
価
可
能
で
あ
る
。
顎
関

多次
も
ま
た
来
院
し
た
く
な
る

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
ト

長
は
昔

教
授
ぶ

講
師
レ

ー
の
筆

科
の
切．

森
山
新

り
、
車

的
に
本

る
。
生

携
委
目

成
伸
土

本
学
病
院
は
、
院
内
に

「患
者
サ

ー
ビ
ス
向
上
作
業
部
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
次
世
代
を
担
う
中
堅
医
局
員

や
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
事
務
職
員
な

ど
で
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
自
由
に

意
見
を
交
わ
し
て
課
題
を
乗
り
越

え
、
患
者
が

「次
も
ま
た
来
院
し
た

く
な
る
病
院
」
を
目
指
そ
う
と
い
う

初
の
取
り
組
み
で
、
年
度
末
を
目
途

に
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
骨
子

案
づ
く
り
と
、
診
療
科
別
の
パ
ン
フ

歯科放射線科

最新超音波装置

の
体
制

の
確
保

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ

の
社
会
的
対
応
の
必
要
性
が
議
論
さ

れ
る
社
会
的
背
景
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
実
態
等
を
注
視
し
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
支

え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域

に
い
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
問
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
長
野
県
教
育
委
員
会

事
務
局
南
信
教
育
事
務
所
学
校
教
育

課
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー

（Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

で
社
会
福
祉
士
の
弓
田
香
織
先
生

が
、
「知
っ
て
お
き
た
い
身
近
な
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
～
長
野
県
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か

ら
の
報
告
～
」
と
題
し
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
２
０
２
１
年
秋
に
県
教

育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
か
ら
、
本
県
に
も

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
多
数
存
在
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
地
域
ご
と
に
特

徴
を
提
え
た
対
策
が
必
要
な
こ
と
を

示
唆
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
調
査
結
果
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
し
て

Ｉ
よ
り
も
高
解
像
度
で
評
価
で
き

る
。
当
初
か
ら
ド
プ
ラ
現
象
を
利
用

し
た
カ
ラ
ー
ド
プ
ラ
で
血
流
を
評
価

で
き
た
が
、
そ
の
後
、
微
細
な
血
流

信
号
強
度
を
評
価
で
き
る
パ
ワ
ー
ド

プ
ラ
が
装
備
さ
れ
た
。

当
科
に
本
年
度
、
Ｕ
Ｓ
装
置
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
Ｑ

ｐ
ｌＯ

（ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
社
製
）が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
装
置
は
病
変
の
硬
さ
を
評
価
で

き
る
璽
”∽一ｏ
”
『”ｏ
こ

も
搭
載
さ
れ

て
お
り
、
病
変
の
み
で
な
く
、
顎
関

節
症
患
者
等
の
咀
唱
筋
の
状
態
も
経

時
的
に
評
価
で
き
る
優
れ
た
特
性
を

持
つ
装
置
で
あ
る
。

Ｕ
Ｓ
装
置
は
端
子

（プ
ロ
ー
ブ
）

出
会
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
そ
の
家

族
の
状
況
、
そ
し
て
自
ら
が
生
育
の

中
で
感
じ
て
き
た
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
、
各
立
場
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
で
き
る
こ
と
や
持
っ
て
お
き

た
い
視
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

本
学
小
児
歯
科
学
講
座
は
今
年
度

も
、
長
野
県
小
児
保
健
協
会
が
開
催

す
る
こ
ど
も
の
健
康
週
間
を
担
当
予

定
で
あ
り
、
「大
切
な
こ
ど
も
の
歯

を
守
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
１０
月
３
日

（月
）、
朝
日
村
の
あ
さ
ひ
保
育
園
で

講
演
と
歯
科
指
導
を
行
う
。

（小
児
歯
科
学
講
座
　
教
授
　
大
須
賀
直
人
）

特
別
講
演
で
は
、
立
正
大
学
社
会

福
祉
学
部
教
授
の
森
田
久
美
子
先
生

に

「求
め
ら
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ヘ
の
支
援
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は
、
病
気
や

障
害
の
あ
る
家
族
の
世
話
を
す
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も

を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
４

月
に
改
正
さ
れ
た

「子
供
。
若
者
育

成
支
援
推
進
大
綱
」
で
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を

「
一
般
に
、
本
来
大
人

が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や

家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
担
っ

て
い
る
児
童
」
で
あ
り
、
「困
難
を

有
す
る
子
供
。
若
者
と
そ
の
家
族
」

に
位
置
づ
け
て
、
国
と
し
て
対
応
す

る
方
針
を
掲
げ
た
。
厚
生
労
働
省
は

支
援
策
を
と
り
ま
と
め
、
長
野
県
の

自
治
体
に
お
い
て
は
先
駆
的
な
支
援

き
る
患
者
め
制
限
が
あ
る
。
ま
た
、

酸
素
ボ
ン
ベ
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
吸
い
込
ま

れ
て
、
患
者
が
死
亡
す
る
と
い
っ
た

医
療
事
故
も
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
胎
児
の
検
査
等

に
用
い
ら
れ
る
超
音
波
検
査
（Ｕ
Ｓ
）

は
被
ば
く
や
侵
襲
も
な
い
た
め
、
古

く
か
ら
回
腔
顎
顔
面
領
域
の
診
断
に

用
い
ら
れ
て
き
た
。

Ｕ
Ｓ
は
超
音
波
の
反
射
・
透
過
を

画
像
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
病
変
の

形
態
や
内
部
性
状
を
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ

口腔 内 を評価 で きる最小端子

ど
で
う

べ
る
，

の
一
緒

カ
ム
繊

れ
、
本

る
よ
ム

組
み
に

を
寄
斗

は
本
挙

り
、
キ

諾
契
輸

め
て
い
本
炊

病院だよりvoL44
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